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数学教育学会後援筑波大学・アジア太平洋経済協力国際会議(4)
算数・数学科教育課程改訂への各国の最新課題
松寄日富雄¥磁田正美対
概要:本稿は，筑波大学 APEC会議でなされた MaitreeInprasitha (KhonKaen University，タ
イ)、長尾篤志(文部科学省，日本)、 Widodo(Gadjah Mada University，インドネシア)、
Hee-chan Lew (Korean National Universi勺!of Education，韓国)、 TohTin Lam (National 
Institute ofEducation，シンガポーノレ)によるパネルデ、イスカッションの概要を示し、
今後の教育課程改訂への課題を記す。
検索語:教青課程、アジア太平洋経済協力、 OECD、PISA、コンピテンシー
Abstract: This is the report of the panel discussion on APEC -University of Tsukuba 
International Conference by lnprasitha， M. (Thailand)， Nagao， A. (Japan)， Widodo 
(Indonesia)， Lew， H. (Korea) and Toh， T.(Thailand) who訂eengaging in key roles for 
curriculum reform in their country. 
Keywords: curriculum， reform， mathematics， competency 
本稿は，表記会議で実施された「未来を築くため
の数学教育j に係る各国の教育課程関係者によ
る教育課程改訂課題を探るパネノレの概要を記す
ものである。パネノレは、平成27年2月 1 日(水)
13 : 00~15 : 30、筑波大学東京キャンパス文京
校舎にて実施された。
可会 Inprasitha
(タイ数学教育学会
会長):未来を築く数
学教育を実現するに
は、各国の教育課程
がどのような改革主
題のもとで展開され
ているかを知ること
が必要です。各国の
カリキュラムに深く
関わっておられる皆
さんに登壇いただきました。はじめに自本，イ
ンドネシア 3 韓国，シンガポーノレのカリキュラ
ム改訂主題についてはじめにお話しいただき、
次に質疑を行います。はじめに、文部科学省視
学官、長尾先生，お願いします。
日本の場合
長尾:日本では，少子高齢化， グローパノレ化
(Akio Matsuzaki)フ (MasamiIsoda) 
*埼玉大学、村筑波大学
やテクノロジーの発展に応じて，前年 1月に学
習指導要領の改訂の諮問がなされました。前回
の教育内容に関する事項に加え，主に諮問され
た内容はp 次の 3点です:(1)教育白標・内容
と学習・指導方法，学習評価のあり方を一体と
して捉えた，学習指導要領の基本的な考え方(2)
育成すべき資質・能力を考慮した教科・科目等
の見直しと教科の新設 (3)学校を支援するため
. .• 'soli (J1 Acad'e-がli:C:Bljility 
Mindset and ability for steadUy 
acquiring the basics， identifying 
issues independentl仏learningand 
thinking independentlyぷand
voluntariJy making judgments， 
tal<ing action，δnd finding better 
solutionsto problems. 
図 l 学習指導要領における生きる力
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の，指導と評価の方法の改善。日本の学習指導
要領は，約 10年ごとに改訂され続けており，現
行学習指導要領は，前回から引き続き，生きる
力の育成を基本的な考え方としています(図 1)。
特に，初等・中
等教育において強
制される改善点は，
次の 2点です:(1 ) 
知識・技能の習得
と忠考力・ ~1~1j Itli-
力・表現力等の育
成に伴う授業1寺数
のJ13加 (2)言語活
動の充実。日本の
教育の改善が求め
ら才しる理1:J3として，
労働人仁!の減少が考
えられ，将来のi主力
を担う子どもたちの
力が，なお一層重
要とされています。
最新の国際的な学力
調査 (PISA調査)結
果から， 日本の得点
順位の回復傾向がみ
られます。具体的に
は， 1Jま得点者の人数
が減り，高得点者の
人数が増えている傾
向が伺えます。また，
国内の学力調査(全
Developed Based on 
Competence to Fulfil 
Suitability and 
Sufficiency Aspects 
• Accomodate local， 
.and r~1 学力・学習状況調 internati-ai content 
査)の結果から，都 (such as TlMMS， PISA， 
道府県ごとの得点差 別RLS)
のI'mきが埋まってきていることがわかります。
子どもたちの算数・数学に対する意識調査の結
果から， I算数・数学は楽しくなしリ「算数・数
は将来の仕事の役に立たないJ等の回答が，
多くみられます。このことから， 日本の子ども
たちの自己肯定感の低さが懸念されます。
日本の教師たちは，子どもたちの主体的な
びを引き出すことに長けていると言えるかもし
れま、せん。しかし， ICT利用に関しては，まだ、
積揮 I~I句に利用しているとは言えない状況です。
最近注目されている取組みでは，アクティブ・
ラーニングに ICT利用を取り入れることによる
効果的な学習が期待されています。その他，協
調学習における特徴的な問題解決ーについての実
践報告が挙がっています。具体的に言うと，ま
ず，教師が問題を小分けし，次に，ク守ループに
なった子どもたちが小分けにされた問題を分担
し，そして，教師がそれぞれのグ、ループから子
どもたちを集めて一再びクソレープをつくり，最後
に，子どもたちがグループにおいて共有する小
分けにされた問題の解決をもとに，もとの問題
を角卒決します。
Inprasitha インドネシア数学会会長の
Widodo先生，お願いします。
インドネシアの場合
Widodo:インドネシアにおける最新のカリキ
ュラム改訂は， 2013年に行われました。 2006
年のカリキュラムを細部にわたって変更し，学
校修了時のコンビテンシ-教育内容，プロセ
ス，評価の形式において，それぞれの形式を関
連させ合うように見直しが行われました。特に
コン
図 2 各形式における力 1)キュラム編成
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図 3 力 1)キュラム・ブックの開発戦略
ピテンシーという考え方のもとで、一貫して編
成することに重点が置かれました。
例えば，学校修了時
のコンピテンシーはす
ゃ
/'-..，. 
ての教育内容を代表す
ることが求められまし
た。一方，特定教育内
容は，その適切さとト
分さを満たすように
様々なコンビテンシー
にもとづく必要がある
ため， TIMMS， PISA， 
PIRLSの内容が盛り込まれました (IZJ2)。
教育実践に向けて改訂された各形式(教科が
再編されたもの)は，カリキュラム・ブック(指
導書、教科書)開発戦略として図 3のように位置
づけられ，教科書はそれを具体化するものと計
画されました。
各学校種に応じたアプローチとして，初等教
育段階では，総合的・テーマ的な授業，前期中
教材観が，カリキュラム編成に伴って，多様な
関連づけを意図したものへと変化しています。
例えば，これまで，数と関連づけーられた教材が，
[ZJ ，グラフ，パターン等とも関連づけられてい
ます (IZJ5)。他にも，数学の正確さを特徴とす
る教材ではなく，近似を)fjし¥1こ教材も取り上げ
られています(図 6)。
Senior 
Schoo! 
Junior 
School 
School 
図4 発達段階に応じた知識・技能・態度の
バランス (Marzano，1985; Bruner， 1960) 
等教育段階では，教科授
業と総合的・テーマ的な
授業な授業，後期中等教
育及び高等教育段階では，
教科授業とテーマ的な授
業が求められました。初
等教育の授業が総合的・
テーマ的であるとは生活
繁鋭t溜主怒邸i絡急お
むぱfれg恥強坑1弓of韮P陣詫若t詑を笛
華経ξ邸 If滋訟をお
の文脈を強調したもので
す。それは、算数という
ような教科毎の教育を話
題にするものではなく、
総合的・テーマ的な授業
のみであることを意味し
ています。発達に応じて
重要となるコンピテンシ
ーには，知識・技能・態
度があり，特に，知識と
態度とのバランスを踏ま
えた柔軟な技能と確屈な
技能の習得が望まれています(図的。
〉く ι∞I1ller
響ニ 討を
創造性に及ぼす教育環境の影響は，知性に及
ぼすそれに比べて大きいと言われています
(Dyers et al.， 2011)。子どもたちの創造性の育
成に向けて，他人的経験を強調するため，観察，
問い，関連づけ，実験を通じた学習プロセスに
もとづくカリキュラムの定式化が求められてい
ます。
各教科における話題として，数学科における
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図 5 多様な関連づけを意図した教材
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図 6 近似を意図した教材
lnprasitha :続いて韓国数学教育学会前会長
の Lew先生，お願いします。
韓国の場合
Lew:韓国では， 1945 
年以降，数学カリキュ
ラム改訂は 5年から 10
年おきに，計 9回行わ
れてきました。最近は，
4年おき (2007年， 2011
年， 2015年)に行われ
ています。多くの現場
の教師は，
この短い改訂期間と，それぞれの
改訂に伴う新しい教科書の開発に
懸念を抱いています。もちろん，
数学がすべての生徒にとって必要
であり，国の発展や11~1 人の成長・
発達にとって重要であるため，よ
り簡単に，より面白く，より意味
のある数学がつくられることには
おおよそ向意しています。大きな
カリキュラム改訂には， 1973年，
1997年， 20111:j三における 3つの改
訂がありました。 1973年の改訂で
は，学校レベルにおいて，理論的
な数学が強調されました。このカ
リキュラムは， fNew MathJの影
響を強く受けたものでした。以降，
数学教育の基本的立場は，徐々に，
問題解決，応用，計算機の使用に向けてシフト
してきました。そして， 1997年のカリキュラム
改訂では，実践的な数学に焦点があてられまし
た。当時の教育省は，この年のカリキュラムが，
将来のためのマイナーチェンジを十分果たした
最後のカリキュラムだと自負していました。し
かし，数学教育において深刻な問題が浮かび上
がってきます。それは，数学が，生徒たちにと
って，大学入試の準備に必要な教科としか考え
られていないという問題で、した。その結果，達
成度の高い生徒まで数学を嫌うようになりまし
た。政府は，問題解決やモデリングとともに，
数学的な態度と関心意欲に焦点をあてることに
なります。 2011年の改訂では， 21世紀型キー・
コンピテンシーとして注目される，数学的な創
造性と健全な個性の早期育成をねらいとしてい
ます。
そして，実践的な数学的問題解決機会の増加
とともに，テクノロジ一利用が注目されていま
す。しかしながら，現状の教室環境におけるテ
クノロジ一利用は，期待されるものに比べて乏
しいです。基本的には，紙の教科書は，コンビ
ュータなしにうまく教えることができるようデ
ザインされているため，教師たちには，伝統的
な黒板とチョークが好まれる現状にあります。
lnprasita :最後に，シンガポール数学教育学
会会長の Toh先生，お願いします。
シンガポールの場合
Toh: 21世紀を生きる人間像として、自信を
持つ人間，自らを方向付ける学習者，アクティ
ヴな貢献者，関心を示す市民が位置づけられま
図 8 21世紀を生きる 4つの人物像にもとづく
各教育段階における達成目標(シンガポール)
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した。この人間像をもとに初等，中等、ポスト
中等教育における達成目標が記されます(図 8)。
特に，数学科では，数学的問題解決をコアと
した， 21世紀型コンピテンシーの枠組みを設け
ています(図的。この 5角形は長年変わってい
ません。
NutT暗rlcal
Ng曲同Ic
Geometrl国 i
Stati剖ical
Probabilistic 
Anatyti回 l
図9 数学科における 21世紀型コンビテンシー
この枠組みの特徴は，数学科において望まれ
る子どもたちの能力の層を図式化したことだけ
ではなく，数学教師の反省ツーノレとしても汎用
性をもっところにあります。
数学科のみならず，各教科においても，イ可が
lnprasitha では、フロア
ーからの質疑応答と致します。
質疑応答
参加者 1:それぞれの発表
者の方に質問です。どの方の
発表においても， ICTについ
ての話題がありましたが，
ICT利用に関して期待するこ
とはどんなことですか。
Lew:主に統計分野での利用です。統計的思
考を促すツールとして期待しています。
Widodo: ICTはツールであって，あくまで指
導内容に応じて利用すべきだと考えます。むし
ろ，むやみな利用によって，子どもたちを混乱
させてしまってはいけないと思っています。
Toh:中等教育段階における数学において重
要な概念を発見するための探索に有効だと考え
ます。
長尾:日本で一部の先生しか利用していない
原因は，入試で使うことができないからだと考
えています。入試制度も変わろうとしています。
テクノロジ一利用によって解決する入試問題を
取り入れるなど、今後劇的な変化が予想されて
います。学習指導要領上では利用を促してきま
した。入試改革では， ICTの導入等が検討され
ています。
議問:今年度のプロジェクト課題提案のi擦に
言及しましたが、日本の改訂は 21世紀型スキル
として、全体としてのコンピテンシーにかかる
実践力、実践を推進する思考力、そしてコアと
しての基礎学力という三層構造で話題にされて
います。特に基礎学力としては、数学、情報、
国語・英語が数えられています。コンピテンシ
ーは実践の文部~で成功しえるような能力という
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ような見方もあります。いずれにしても、知識
基盤社会、変動しグローバル化が進展する世界
に生きる力として、基礎学力のコアの部分と思
考力部分、実践力部分と区別することなく学べ
るようにすることが求められています。その 3
つを橋渡しする文脈は何でしょうか。同時に学
べるようにするために，あえてその文脈を 1つ
のキーワードで言うとすれば何でしょうか。
Toh:柔軟に使え発展する知識・思考ですO
Lew つながりです。このキーワードのもつ
意味として，数学と各学年の間，数学と他教科
の!習，それに数学問士の間のつながりがありま
す。日本の言葉では既習を活かすことなどです。
Widodo:探究と支援です。
長尾:1空題解決で、す。
議田:なぜこの質問をしたかと言えば、その
キーワードが、本プロジェクトの場合には先に
述べた「未来予測Jr未来構築Jだからです。数
学モデ、ノレ化で、答えを/Ilす、そのためにサイクル
を回すというような!日来のサイクノレにこだわっ
た考え方では実践がない。予測したことを実現
しようとする、実現策を考え努力する実践まで
も視野にしないと算数・数学内容の活用などな
いわけです。
Inprasitha :キーワードは、教育課程改訂への
キワードでもありますね。さらに問題提起を募
りたいと思います。
参加者 2: ICT利用の現状として，その利用
機会は，生徒が利用したし 1かどうかに係わらず，
教師が利用したし 1かどうかに懸かっていると感
じます。教師と生徒を対象とした， ICTを利用
したし¥かどうかについての実態調査などはある
のでしょうか。そもそも， 21世紀の教育を語る
上で，なぜ lCTのことについて語る必要がある
のでしょうか。
参加者 3:数学教育では，誰もが ICTを話題
にしますが，誰もが ICTを定義していないよう
に思えます。言葉通りの既存の定義は，
Information and Communications Technologyで
すが，情報やコミュニケーションの範時以外に
も，様々な方法で数学と向き合う 21世紀のテク
ノロジーが存在します。そこで，どのように数
学教育におけるテクノロジーが，子どもたちの
好奇心を刺激するのかについて議論することが
必要です。
参加者十 ICT利用の議論をする場合，確か
にICTの定義から見直していく必要が感じられ
ました。そして，各国の発表から，現状として，
数学についての知識は，もはやテクノロジーか
ら切り離して議論されるものではないと感じま
す。
参加者:強し 1て言うならば，数学的なチャレ
ンジを行うため，もしくは，直観を促すために
ICTを利用することが重要ではないでしょうか。
lnprasitha : 1 CTに話題が集中しました。タイの
場合でいえば、前政権で全生徒にタブレットコ
ンピュータを配布しました。 ICT教育で ASEAN
をリードするという意気込みからでした。実際
には、コンテンツがまにあわなかったので容易
に利用できませんでした。教育課程改訂につい
て、随分議論し、準備もしてきましたが、政情
が安定しないこともあり、容易に進まない現状
もあります。教科書、教材開発、評価、評価指
標など議論すべきことが、容易に深まらない背
景には、教材研究が卜分でない現実があること
を指摘できます。授業研究プロジェクトは、先
生方とともに着実に発展しています。先生方の
教材力も高まっています。
このパネルでは、コンピテンシーが共通のキ
ーワードであることが改めて確認できました。
質疑の中で本会議の主題で、ある「未来構築jは、
実践力まで視野にした数学を使える力であるこ
とも確認できました。思考力、実践力まで含め
た教材開発、教科書開発、評価法の改善など議
論すべき主題は多々あります。
コンビテンシーを基準にした教育課程として、
インドネシアの教育課程があるわけですが、小
学校で算数科などの教科が失われるとすると、
先生方の教材力にゆだねることになります。
我々とは別の課題があるように思われます。
我々は挑戦者です。
タイの報告会合では、未来構築に係る授業研
究成果を話し合います。それぞれの進捗状況を
引き続き議論ができますことを愉しみにしてい
ます。ありがとうございました。
註:本パネルは、科学研究費基盤研究 A rグロ
ーバル社会における未来構築型数学教育実現へ
の国捺先導研究J(研究課題番号:26245082)、
研究代表者犠田正美の一貫として企画され実施
された。パネリストの pptファイノレは以下にあ
る。
i1ttp:llw¥ヘrW.criced.tsukuba.ac.i p/math/apec/apec20 I 
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